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① A's（エース）を起動し、物件管理の画面を表示する
②サンプル物件の顧客「西泉太郎」をクリック
③コピーしたプランをダブルクリック
＊この例では、プラン名を「操作用」に変更したものを選択しています。

④「建具部材指定配置」についてメッセージが表示された場合は、内容をご確認の上「OK」をクリック
⑤物件概要が表示されるので、「OK」をクリック

１	 数量算出

「プラン図」「屋根伏図」「外構図」「天井伏図」「外部意匠配置」「電気設備図」からデータを取得し、面積や部材など各種数
量の拾い出しを行います。計算結果をCSV形式やテキスト形式で出力したり、印刷したりすることができます。

保存・印刷

プラン図

屋根伏図

外構図

天井伏図

外部意匠配置

電気設備図

数量算出

サンプル物件の読み込み

サンプル物件のコピーを読み込んで、数量算出、詳細積算、見積書を操作してみましょう。

ダブルクリック３

２

「プレゼン編」では、サンプル物件はそのまま残して、プランをコピーして機能確認をしています。
本書でも、同様にコピーしたプランを使用して、機能確認をしましょう。
プランをまだコピーしていない場合は、【プレゼン編ー 5】を参照してください。

５

４
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数量算出の起動

①クイックメニュー、またはメインメニューの　

　 ( 数量算出 ) をクリック

＊メインメニューでは、「見積・積算」タブにあ
ります。

②数量算出の注意事項が表示されるので、内容をご
確認の上、「閉じる」をクリック
＊数量算出のウィンドウが表示されます。

ウィンドウが開くと同時に自動処理が実行され、数量算出項目が表示されますが、このとき、
算出結果が一括で自動保存されます。
データは、プログラムインストール先の「WORK￥SEKISAN」フォルダに、CSV形式で保
存されます。

算出結果の一括保存

数量算出のウィンドウの右側に、ヘルプバーが表示されます。項目ごとに、算出方法につい
て説明してあります。
ヘルプバーは、「表示」メニューにより表示・非表示を切り替えることができます。
また、 (自動的に隠す )で、隠す設定にもできます。

ヘルプバー

自動的に隠す

ヘルプバー

1

２
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数量見える化

数量見える化の機能を使って、算出項目を、2D/3Dで確認してみましょう。

① (数量見える化 )をクリック

＊別ウィンドウが起動します。

３D 表示

平面図 1 階 平面図 2 階

数量1

②見える化対象の項目をクリック
＊３D表示、及び平面図の対象部分の色が変わります。また、数量の計算根拠も表示されます。
＊以下は、建築面積をクリックした例です。

全項目、部材別、お気に入りの表示では、項目名の横に見える化アイコン ( ) が付いている項目です。
見える化対象項目でも数量が 0の場合は、見える化アイコンが非表示になります。
部屋別の表示では、床面積、内壁仕上面積、天井面積、周囲長、幅木長、廻縁長です。

見える化対象

見える化対象

２
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表示の切り替え

「数量算出」の起動時は、 (全項目 ) の状態です。

アイコンのクリック、またはプルダウンメニューで切り替えることができます。
「表示」メニューで切り替えることも可能です。アイコンをクリックして、切り替えてみてください。

表示の切り替え

「設定」⇒「表示項目アイコンのグルーピング設定 /解除」により、アイコンの表示方法を切
り替えることができます。

表示項目アイコンのグルーピング

お気に入り

お気に入り登録すると、お気に入りの項目だけを表示することができます。

①項目のお気に入りアイコン（ ）をクリックしてON（ ）にする
＊以下の例では、建築面積、床面積、延床面積をクリックしています。

② (お気に入り )をクリック

＊ON（ ）の項目だけが表示されます。

1

２
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表示形式の設定

「設定」メニューにより、文字サイズや罫線の表示 /非表示、表示階、0の項目の表示 /非表示、端数処理の設定ができます。
初期は 0の項目も表示されていますので、0の項目を非表示にしてみましょう。

①「設定」⇒「表示」を選択
＊ダイアログが表示されます。

②「0の項目を表示」のチェックを外す
③「OK」をクリック

④ (全項目 ) をクリックして確認

1

２

３

数量算出項目の検索

算出項目をキーワードで検索することができます。

① ( 検索 ) をクリック

＊ダイアログが表示されます。
②項目名にキーワードを入力
＊例えば「壁」と入力します。

③検索方法は「部分一致」になっていることを確認
④「検索」をクリック
＊該当項目が表示されます。
＊検索結果は、｢ ファイル ｣ → ｢ ファイル出力 ｣
を選択することにより、CSV ファイルに出力
することができます。

⑤「閉じる」をクリック

検索ダイアログで、検索した項目をダブルクリックすると、
該当する数量算出の項目の位置に移動します。

1

２

３

４

５

４
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算出結果の印刷

現在表示している画面の並びの状態で、印刷することができます。

( 印刷 ) のプルダウンメニュー、または「ファイル」メニューの「印刷プレビュー」にて、印刷前に出力状態を確認

できます。

印刷を実行する場合は、 (印刷 ) をクリックしてください。

＊なお、印刷プレビューの画面では、 (印刷 ) がグレー化しておりクリックできません。

　一旦印刷プレビューを閉じてから、クリックしてください。

印刷プレビュー

閉じる

印刷
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２	 見積書

「数量算出」で計算した「延床面積」をもとに、営業用の見積書を作成します。

見積書

保存・印刷保存・印刷

プラン図

屋根伏図

外構図

天井伏図

外部意匠配置

電気設備図

数量算出
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見積書の起動

①クイックメニュー、またはメインメニューの

　 (見積書 ) をクリック

＊メインメニューでは、「見積・積算」タブ
にあります。

＊見積書のウィンドウが表示されます。
　ウィンドウが開くと同時に自動処理が実行
され、明細表と集計表が表示されます。

見積条件の設定

「設定」⇒「見積条件」により、延床面積を直接修正したり、
坪単価を変更したりすることができます。

例えば、坪単価を「45」に変更して「OK」をクリックすると、
設定した条件で、明細表と集計表が作成し直されます。

延床面積・坪単価の表示

「数量算出」で自動計算する延床面積には、「プラン図」の「吹き抜け」「外部 - 面積有」「外部 - 面積無」
の部屋属性の面積は含みません。
「数量算出」を実行していない場合は、延床面積には０が表示されます。

延床面積について

見積条件

45

見積形式は、本システムの「EXES」のフォルダに保存されて
いて、テキストファイル（拡張子 EMK）になっています。
メモ帳などで、形式ファイルを独自に編集することもできます。
項目の追加やパーセントの変更が可能です。

見積形式について

1
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見積書の印刷

現在アクティブにしている画面のデータを印刷します。
「ファイル」⇒「印刷プレビュー」にて、印刷前に出力状態を確認し、プレビュー画面の「印刷」をクリックします。

プレビュー画面を閉じている場合は、 (印刷 ) をクリックします。

見積書の保存

( 名前を付けて保存 )により、以下の３つのファイル形式で保存することができます。

保存処理では、アクティブウィンドウのデータが保存の対象になりますので、明細表と集計表は、
同時に保存できません。両方のデータを保存する場合は、アクティブウィンドウを変更し、ファイ
ル名を変えて保存してください。

明細表・集計表はファイル名を変えて保存を

印刷プレビュー
印刷

・ＣＳＶ形式......................表計算ソフトやデータベースソフトの汎用ファイル形式
		  各項目の文字列や数値をコンマで区切る

・テキスト形式..................文書を記録する最も基本的なファイル形式
		  すべてのワープロソフトやエディタで扱うことが可能

・ＣＧＡ形式......................弊社製汎用見積プログラム『みつもりフレスティ』のファイル形式

プレビュー画面は、「閉じる」をクリック、または [Esc] キーを押して閉じます。
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３	 詳細積算

「詳細積算」では、「プラン図」「屋根伏図」「各種伏図」「電気設備図」「給排水」の配置データと、積算仕様をもとに自動積
算を実行します。
「各種伏図」「電気設備図」「給排水」は、作成されていなくてもかまいませんし、積算仕様は初期設定済みですので、「プラ
ン図」「屋根伏図」作成後は、「詳細積算」にて明細を作成することができます。

Microsoft Excelみつもりフレスティ

建具表

仕上表

各種伏図

プラン図

屋根伏図

物件概要

詳細積算

＊内部仕上材、外部仕上材の積算仕様
編集など

＊ガラス、付帯物の積算仕様関連付け

＊建物タイプの選択により、
　仕上タイプ、建具初期値が決定

３次元部品作成
＊部品の積算仕様関連付けの
初期設定

電気設備図

＊見積書の編集・印刷 ＊見積書の編集・印刷

高さ設定
＊建具や壁の高さ、部屋の天井高を
確認・変更

給排水
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詳細積算の起動

①クイックメニュー、またはメインメニューの

　 ( 詳細積算 ) をクリック

＊メインメニューでは、「見積・積算」タブにあ
ります。

＊区分一括売単価設定の画面が表示されます。
②「原単価に掛率を乗じた売単価で積算します。」に
設定されていることを確認

③「OK」をクリック
④メッセージが表示されるので「はい」をクリック
＊「柱を自動作成しますか？」と表示されます。

⑤「いいえ」をクリック
＊サンプル物件は、柱を入力していますので、「い
いえ」を選択します。

＊処理後、積算結果が表示されます。

1

２

３

４

５

「プラン図」で柱が入力されていても「柱を自動作成しますか？」
のメッセージが表示される場合があります。通常は「いいえ」を
クリックしてください。
（「はい」をクリックしても「プラン図」には影響ありません。）
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集計方法の変更

詳細積算の集計方法は、以下の３通りです。初期は「工種別」です。
ツールバーのアイコンをクリックするだけで表示が切り替わります。

 工種別	�������積算仕様に設定した「工事種別」もしくは「工種」をもとに集計します。

 部屋別	�������仕上材は、「プラン図」に設定した部屋をもとに集計します。.
仕上材以外は、積算仕様に設定した「部屋区分」をもとに集計します。

 発注先別	����積算仕様に設定した「発注先」をもとに集計します。

明細行が赤色になっているものには、単価が０になっている項目が含まれています。
単価が０になっている項目は、積算仕様に単価が入力されていませんので、明細修正、または積算
仕様修正が必要です。　（⇒【積算編ー 18】参照）
なお、意図的な場合はそのままでもかまいません。

単価 0 円チェック

集計方法

積算実行と更新

「プラン図」や「屋根伏図」に変更があった場合は、状況に応じて、積算実行、または更新を行ってください。

 積算実行	����明細の編集情報をすべて破棄して、詳細積算を再作成します。

 更新	�����������明細の編集情報を保持して、詳細積算を再作成します。

積算実行 更新
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消費税設定

積算結果を下にスクロールすると、「消費税」の行があります。
区分名の「消費税」を右クリックし、メニューの「消費税設定」を選択すると、消費税を変更できます。

掛率設定

区分一括売単価設定で「原単価に掛率を乗じた売単価で積算します。」を選択して積算を実行している場合は、掛率設定が
可能です。
区分名を右クリックし、メニューの「掛率設定」を選択します。

区分一括売単価設定で「各仕様設定ツールで設定されている売単価で積算します。」を選択して積算
を実行している場合は、掛率設定ができません。

「消費税」を右クリック

消費税設定

区分名を右クリック

掛率設定
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合算処理

( 合算処理を有効 )が押された状態の場合、区分の明細を一式として合算することができます。

仮設工事を合算してみましょう。

① (合算処理を有効 )が押されていることを確認

②ツリーの「仮設工事」をクリック
③右クリックし、「合算」をクリック
＊仮設工事の明細が、「仮設工事一式」だけになります。

右クリック

1

２

３

合算の解除

合算と同じ操作方法で、合算済みの区分を合算前の状態に戻すことができます。

①ツリーの「仮設工事」をクリック
②右クリックし、「合算」をクリック
＊仮設工事の明細が、合算前に戻ります。
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明細編集

「詳細積算」では、明細の編集も可能です。

①編集したい明細行をダブルクリック
＊例えば、仮設工事の１行目をダブルクリックします。
＊明細行をクリック後、右クリックし「明細編集」をクリック、もしくは「編集」⇒「明細編集」とクリックしても
かまいません。
＊積算明細編集の画面が表示されます。

②明細を確認・変更
＊変更したい項目をクリックすると、変更できるようになります。
＊「部材名」「摘要」「数量」などは、直接入力で変更できます。
＊「端数処理」「端数有効桁」などは、リストから選択して変更できます。

③ここでは変更はしませんので、 (キャンセル )をクリック

＊変更した場合は、 (OK) をクリックしてください。

④確認が表示されるので、「はい」をクリック

明細行を変更した場合は、積算結果保存までは、異なる色で表示されます。

１

明細行を選択後、「編集」メニュー、または右クリックメニューの「マスター確認」をクリックすると、
登録されているマスターが開き、内容の確認ができます。変更も可能です。
また、変更した明細行を選択後、右クリックメニューの「マスター登録」をクリックすると、マスターへ
の登録が可能です。登録することにより、次回から設定した情報で積算されます。
「編集」メニューからは、「マスター一括登録」ができます。
なお、「建具部材指定」で配置した建具は、マスター確認・登録の対象外です。
「建具部材指定」のマスターは、Excel に出力して編集が可能です。　（⇒【積算偏－ 58】参照）

マスター確認・登録

ダブルクリック

２

４

３
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単価・金額が０の行

単価・金額が０になっている項目は、積算仕様に単価が入力されていませんので、以下のいずれかの処理が必要です。

【明細を修正する】
・現在の積算結果を利用したい場合は、この方法で修正します。

【積算仕様を修正する】
・積算仕様に単価を入力しておくことで、現物件だけでなく、他の物件でも利用できます。
・但し、現物件に反映させるためには、積算仕様修正後、積算実行が必要です。

ここでは、「金属建具工事」の明細を修正してみましょう。

①ツリーの「金属建具工事」をクリック
②浴室用折戸サッシの行をダブルクリック
＊積算明細編集の画面が表示されます。

③原単価を入力
＊例えば「20000」を入力します。

④掛率を入力
＊例えば「1.2」を入力します。

⑤ (OK) をクリック

⑥確認が表示されるので、「はい」をクリック
＊明細の単価と金額に数値が入ります。

２ ダブルクリック

６

１

３ ４

５

明細を変更した行は、積算結果保存までは、
異なる色で表示されます。
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合算されている部材の明細編集

内装工事の仕上材などを編集行に指定すると、分解されて表示されます。
分解されて表示されたものを、部分的に変更すると、明細行も分解されます。

①ツリーの「内装工事」をクリック
②例えば、１行目の「ビニールクロス貼 (A)」を
ダブルクリック
＊明細が分解されて表示されます。

③例えば、下にスクロールし、Ｌ ･ Ｄ ･K の行の
掛率を「1.30」に変更

④ (OK) をクリック

⑤確認が表示されるので、「はい」をクリック
＊明細行が分解されて表示されます。

２ ダブルクリック

５

４

１

３

分解により追加された行
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明細の追加

①追加したい区分の明細を表示
＊例えば、ツリーの「仮設工事」をクリックします。

②部材の一覧上で右クリックし「明細追加」をクリック、もしくは「編集」→「明細追加」とクリック
＊積算明細編集の画面が表示されます。

③今回は実際の追加はしないので、 (キャンセル )をクリック

＊明細を入力した場合は、 (OK) をクリックしてください。

④確認が表示されるので、「はい」をクリック

明細の削除

削除したい明細行をクリック後、右クリックし「明細削除」をクリック、もしくは「編集」→「明細削除」とクリックします。
確認がありますので、削除してよければ「はい」をクリックします。

削除してしまった行は、 (積算実行 )を行うことで、復活させることができます。

なお、削除した行は、積算結果保存までは、グレー色で表示されます。

右クリック

１

２

工事区分のみ割り当たっている

４

３



積算編 － 21

A's（エース） Training Manual

マスター明細追加

マスターから選択する方法で、明細を追加できます。

① (マスター明細追加 )をクリック

＊右クリックし「マスター明細追加」をクリック、もしくは「編集」⇒「マスター明細追加」とクリックしてもかま
いません。
＊マスター明細追加の画面が表示されます。

②追加したい区分の明細を表示
＊例えば、ツリーの「基礎工事」をクリックします。

③参照マスターを「基礎仕様」に設定
④下にスクロールして、「コンクリート立上り壁（幅 120mm以下 )」をクリック
⑤「追加」をクリック
＊積算明細編集の画面が表示されます。

⑥明細を確認し、必要があれば変更
＊例えば、数量を「2」に変更します。

⑦ (OK) をクリック

⑧確認が表示されるので、「はい」をクリック
＊明細は小計の前に追加されます。

⑨マスター明細追加の「閉じる」をクリック

８

７

１

２

３

４

５ ９

６
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見積書の出力

見積書の出力には、以下の 2 種類があります。

【見積書 ( フレスティ )】
・弊社製汎用見積プログラム「みつもりフレスティ」をインストールされている場合は、
　明細データをフレスティ形式に出力することができます。

【見積書 ( エクセル )】
・明細データを、Microsoft Excel 形式で出力します。
・この機能を使用するためには、Microsoft Excel が必要です。
　なお、Excel 2016 以降に対応しています。

ここでは、Microsoft Excel 形式で出力してみましょう。

① ( 見積書 ( エクセル )) をクリック

単価 0 円チェックが表示されます。
②ここでは、「OK」をクリック
③見積書名を入力

＊例えば、「見積書トレーニング」と入力し
ます。

④テンプレートは「01_ 見積書（A4 横）計算式」
に設定

＊「○○○○計算式」のテンプレートには、
金額欄に計算式が埋め込まれています。

⑤「OK」をクリック
＊ Excel が起動し、選択したテンプレートに

見積書が表示されます。

コンテンツの有効化 テンプレートには、VBA マクロを使用しています。
Excel では、セキュリティの都合上、マクロが無効
にされた状態で起動します。
自動計算処理を行うためには、Excel 画面にて、セ
キュリティの警告の「コンテンツの有効化」をク
リックしてください。

コンテンツの有効化

１

２

５

３

４

お使いの Excel のバージョンによって、画面イメー
ジが異なることがあります。
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積算結果の保存・読込

積算実行と明細編集の状態を保存しておくことにより、必要に応じて読み込むことができます。
「ファイル」⇒「積算結果保存」を選択し、名前を付けて保存します。

明細編集ログの参照

変更、追加、削除などを行った積算結果を保存し、それを読み込んだ場合、前回の編集内容を参照することができます。

(明細編集ログ )をクリック、もしくは「編集」⇒「明細編集ログ」とクリックしてください。

前回行った処理の一覧が表示されます。
このログの画面は、常駐できます。表示させたままで、明細の確認や編集ができます。

「見積書 ( エクセル )」を実行すると、同時に「積算結果保存」
も実行しますので、再度保存の必要はありません。
見積書名が積算結果の名前になります。

積算結果の保存・読込は、物件ごとになっていますので、保存
した積算結果は、別の物件では読み込むことができません。

積算結果保存

明細編集ログ
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「A's( エース )」グループ⇒「各種ツール」にて

本システムに組み込まれている部材については、全て積算仕様を初期設定してあります。
もちろん、確認・変更も可能です。

積算仕様は初期設定済み

積算仕様設定関連ツール

積算仕様設定

積算仕様の内容や関連付けを変更した場合は、変更後「詳細積算」で「積算実行」を行う
ことにより反映されます。

積算仕様編集の反映について

４	 積算仕様設定

積算仕様とは、部材の単位、原価、単価、集計区分、積算方法などを設定したものです。
「詳細積算」での自動積算は、全て積算仕様をもとに行っています。

積算仕様設定の起動

積算仕様は、「詳細積算」の画面で設定できるほか、「A's( エース )」グループ⇒「各種ツール」⇒「積算仕様設定」でも編
集することができます。また、「仕上表」でも一部編集が可能です。

「詳細積算」画面にて

各種ツール
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木材単価

木材仕様に使う木材単価を、確認・変更します。

①「詳細積算」の画面にて、 (木材単価 )をクリック

＊「設定」⇒「木材単価」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②工法を選択
＊お持ちのシステム構成によって選択してください。

③樹種を設定
＊選択した工法により樹種が異なります。

④等級の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。

⑤設定を確認・変更
＊原単価、売単価、等級名称の変更が可能です。
＊単価は、立米単価を入力します。

⑥「OK」をクリック
⑦「閉じる」をクリック

樹種の設定枠の右側にある「追加」「変更」「削除」ボタンを使用します。
樹種の追加・名称変更・削除

ダイアログ下側の「追加」「削除」「複写」ボタンを使用します。
名称変更は、上記⑤のように、編集画面で可能です。

等級の追加・削除・複写

１

２ ３

ダブルクリック４

５

６

７
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木材仕様

「プラン図」で配置する柱、及び「小屋伏図」「床伏図」に配置する木材の積算仕様を編集します。

①「詳細積算」の画面にて、 (木材仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「木材仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②工法を選択
＊お持ちのシステム構成によって選択してください。

③部材の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

④設定項目を確認・変更（次ページ参照）
⑤「OK」をクリック
⑥「閉じる」をクリック

木造工法の胴縁・野縁・野縁受

木造工法の場合、胴縁・野縁・野縁受は配置部材にはありませんので、内壁面積や天井面積から計算して割り出します。

胴縁･･････本数＝ (( 内壁面積 / 胴縁間隔<def=360> ) + 開口周囲長 ) / 胴縁定尺<def=3000>
野縁･･････本数＝ ( 天井面積 / 野縁間隔<def=455> ) / 野縁定尺<def=4000>
野縁受････本数＝ ( 天井面積 / 野縁受間隔<def=910> ) / 野縁受定尺<def=4000>

＊ def は設定値を意味しています。

１

２

ダブルクリック３

４

５

６
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木材仕様の設定項目

部材名 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
樹種 /等級 木材単価に登録してある樹種 /等級から選択。
3ｍ 4ｍ定尺 3ｍ 4ｍ定尺計算の有無を設定。

＊チェックを入れた場合は、対象木材について、3ｍあるいは 4ｍに占める割
合 (1/2、1/3 等 ) を計算し、組み合わせて何本必要かを算出。

例）床伏図で土台長さ 2mを 10本、5mを 5本配置した場合
　　　チェックあり：3m 13 本、4m 5 本
　　　チェックなし：3m 10 本、6m 5 本

個別金額 チェック無しの場合は、「木材単価」の原単価・売単価を採用。
チェックを入れた場合は、木材仕様設定で個別設定した原単価・売単価を採用。

調整値 見積数量を調整する場合に入力。
＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。

端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。
＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。

木材の集計単位

木材仕様設定の画面にある「集計単位」は、積算仕様の編集には影響しません。
この設定は、「積算実行」に反映します。

「本数 (本 )」	�����部材の本数を集計し、数量に計上します。.
木材単価は立米 (ｍ 3) 単位で設定されているので、その単価と部材のサイズをもとに
１本当たりの単価を算出して使用します。

「体積 (ｍ 3)」	����部材の体積を集計し、数量に計上します。.
単価は、木材単価をそのまま使用します。



積算編 － 28

A's（エース） Training Manual

建具仕様

「建具部材指定」をしていない建具や、規格外建具で配置した建具の積算仕様を編集します。

①「詳細積算」の画面にて、 (建具仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「建具仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②建具の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

③設定項目を確認・変更（次ページ参照）
④「OK」をクリック
⑤「閉じる」をクリック

ダイアログ下側の「追加」「削除」「複写」
ボタンを使用します。

建具仕様の追加・削除・複写

１

ダブルクリック２

３

４

５

「建具部材指定」をしていない建具や、規格外建具で配置した建具は、上記の操作で設定・編集が可能です。
「建具部材指定」で配置された建具は、建具仕様では編集できません。「建具部材メンテナンス」で、表示名称、
価格、区分割を編集してください。　（⇒【積算偏－ 58】参照）

建具部材メンテナンス
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建具仕様の設定項目

呼称 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
＊「建具算出編集ツール」（「A's( エース )」グループ）の「呼称」に無い名称
に修正すると、建具算出で引き当たらなくなるので注意。（下を参照）

部材名 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）

＊未入力の場合、積算結果では、内法幅w×開口高 hを自動記載。
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
積算根拠 計算の基準を、リストより選択。

＊「自動判断 (ヶ所 or 枚数 )」に設定すると、面材が “サッシ” “樹脂” の場合、
積算根拠は「建具ヶ所」になり、面材が “サッシ” “樹脂” 以外の場合、積算
根拠は「建具枚数」になる。

端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。
＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
建具表項目 クリックするとダイアログが表示され、建具表項目の確認、修正が可能。
付帯物 クリックするとダイアログが表示され、付帯物の積算仕様関連付けの確認、修正

が可能。（⇒【積算編－ 34】参照）
ガラス 「仕様名」　：ガラスの積算仕様を関連付ける。（⇒【積算編－ 32】参照）

「面積」　　：ガラスの面積が分かっている場合に入力する。
「積算根拠」：以下のいずれかに設定可能。

「ガラス面積」	 ：「面積」で設定された値を参照。
「建具開口面積」	：建具の開口面積を参照。
「－」		  ：ガラスの金額を加算しない。

単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

建具算出編集ツールにて、建具の引き当て根拠を確認、変更することができます。
建具仕様の「呼称」と、建具算出編集ツールの「呼称」を同じにすることで、詳細積算の積算結果に反映します。
建具算出編集ツールは、「A's( エース )」グループ⇒「各種ツール」⇒「積算仕様設定」から起動できます。

関連付けは建具算出編集ツールで

呼称

建具算出編集ツール
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積算根拠・ガラス積算の番号

積算根拠・ガラス積算の項目に表示されている番号は、それぞれ以下のような内容になります。

◆ ｢ 建具 ｣｢ 出窓部品 ｣ タブの積算根拠

0：自動判断 (ヶ所 or 枚数 )
1：建具ヶ所
2：建具枚数
3：開口周囲長
4：開口幅
5：開口高さ
6：開口幅× 2
7：開口高さ× 2
8：開口面積
9：開口幅+開口高さ× 2

◆ ｢ 付帯物 ｣ タブの積算根拠

0：建具に順ずる
1：建具 1ヶ所
2：建具 1枚
3：開口周囲長
4：開口幅
5：開口高さ
6：開口幅× 2
7：開口高さ× 2
8：開口面積 (幅×高さ )で計算
9：開口幅＋ (開口高さ× 2)

◆ ｢ 建具 ｣｢ 出窓部品 ｣ タブのガラス積算

 0：－
 1：ガラス面積
 2：建具開口面積

建具仕様の検索

「検索ウィンドウを表示」をクリックすると、ダイアログの下側が検索画面になります。
検索場所を指定後、検索する文字列を入力し「検索」をクリックすると、該当の建具仕様のリストが表示されます。
入力した文字列を含むものを検索します。スペースで区切ると複数の文字列を検索しますが、" または (or)" ではなく " かつ
(and)" の項目が検索対象となります。
入力した文字列と完全一致のものを検索する場合は、「内容が完全に同一であるものを検索する」にチェックを入れてから「検
索」をクリックします。
検索後は、絞り込み中の表示になります。「全て表示」をクリックすると、全表示に戻ります。

積算根拠の番号

検索ウィンドウ
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①プラン図にて、 ( 要素選択 ) で登録する
建具をクリック

②右クリックし、メニューから「お気に入り登録」
を選択
＊ダイアログが表示されます。

③名称を指定
＊自動表示されますが、変更も可能です。

④「建具積算情報を登録する」にチェックを
入れる

⑤「OK」をクリック

建具のお気に入り登録の利用

建具仕様設定で該当の建具仕様を探すには、検索を使う方法以外に、建具のお気に入り登録を利用する方法があります。
よく使用する建具を積算設定する際は、お気に入り登録を利用すると便利です。

プラン図でお気に入り登録
お気に入り登録は、プラン図で行います。

建具仕様設定でお気に入りのみ表示
お気に入り登録後、建具仕様設定を起動し、「お気に入りのみ表示」にチェックを入れると、登録した建具の仕様が表示さ
れます。

お気に入りのみ表示

１

２ ４

５

お気に入り登録することで、建具仕様に反映し、積算結果に希望の仕様が引き当てられるようになります。

建具仕様設定を起動中の場合は、一旦閉じてください。
また、あらかじめ登録する建具の大きさ（幅・高さ）や面材を設定してください。

お気に入り登録の前に

３

お気に入り登録で「建具積算情報を登録する」にチェックを入れる
ことで、建具仕様設定に追加されます。
なお、「建具部材指定」で配置した建具は、積算情報を登録すること
ができません。

建具積算情報を登録するにチェックを
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出窓仕様の編集

建具仕様のダイアログの「出窓部品」タブをクリックすると、出窓の仕様一覧が表示されます。
目的の行をダブルクリック、もしくはクリック後「編集」をクリックすると、積算仕様を確認・変更することができます。
（設定項目は、建具仕様の設定項目を参照　⇒【積算編－ 29】）

ガラス仕様の編集

建具仕様のダイアログの「ガラス」タブをクリックすると、ガラスの仕様一覧が表示されます。
目的の行をダブルクリック、もしくはクリック後「編集」をクリックすると、積算仕様を確認・変更することができます。
（設定項目は、建具仕様の設定項目を参照　⇒【積算編－ 29】）

ガラス仕様の関連付け

ガラス仕様は、単独では積算に使われません。
建具仕様、及び出窓仕様の中に、ガラスの仕様名の設定があり、
どのガラス仕様を使用するかという関連付けを行います。

「建具表」で建具一覧の任意の建具をダブルクリックすると、建具詳細設定のダイアログが表示されます。
このダイアログ上で、ガラス仕様を設定することができます。

建具表でもガラス仕様の関連付けが可能

ダブルクリック

ガラス仕様の編集は、「プラン図」にて、「設定」⇒「建具設定」⇒「ガラス仕様設定」から行うこともできます。
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付帯物仕様の編集

建具仕様のダイアログの「付帯物」タブをクリックすると、付帯物の仕様一覧が表示されます。
付帯物とは、額縁、敷居、建具枠等です。
目的の行をダブルクリック、もしくはクリック後「編集」をクリックすると、積算仕様を確認・変更することができます。

付帯物仕様の設定項目

仕様名 仕様名を入力。（カンマ (,) は使用不可）
種別 種別を入力。（カンマ (,) は使用不可）
部材名 部材名を入力。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
積算根拠 計算の基準を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
本体価格に合算 チェック無しの場合は、単独で明細行を作成。

チェックを入れた場合は、建具、または出窓の金額に合算。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

ダブルクリック

「建具部材指定」で配置された建具には、上記の編集は反映しません。
「建具部材指定」で配置された建具には、「建具部材メンテナンス」で登録されている付帯物が反映します。
　（⇒【積算偏－ 58】参照）
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付帯物仕様の関連付け

付帯物仕様は、単独では積算に使われません。
建具仕様、及び出窓仕様の中に、付帯物の設定があり、どの付帯物仕様を使用するかという関連付けを行います。

建具仕様、または出窓仕様の「付帯物」をクリックすると、関連付けの画面が表示されます。
種別・付帯物から関連付けする付帯物仕様を選択します。下部の一覧は、関連付け済みの付帯物仕様です。
種別⇒付帯物の順に選択後「追加」をクリックすると、下部の一覧に追加されます。
下部の一覧上の付帯物仕様を指示後「削除」をクリックすると、一覧から削除されます。
これは関連付けの削除なので、登録されている付帯物仕様そのものは削除されません。
関連付けが終了したら「OK」をクリックしてください。

「建具表」で建具一覧の任意の建具をダブルクリックすると、建具詳細設定のダイアログが
表示されます。このダイアログ上で、付帯物仕様の関連付けを設定することができます。

建具表でも付帯物仕様の関連付けが可能

ダブルクリック
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部品仕様

「プラン図」「屋根伏図」に配置する３次元部品の積算仕様を編集します。
例えばキッチンの部品について、メーカーごとに積算仕様を作成しておくことなどができます。

①「詳細積算」の画面にて、 (部品仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「部品仕様」をクリックしてもかまいません。ダイアログが表示されます。
②分類を設定
③種別を設定
＊分類の設定により種別が異なります。

④部品の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

⑤設定項目を確認・変更（下を参照）
⑥「OK」をクリック
⑦「閉じる」をクリック

部品仕様の設定項目

分類・種別 自動表示。
部材名 部材名を入力。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

 分類

内観部品
バリアフリー部品
付属部品
出窓部品
屋根部品
シンボル

１

２ ３

ダブルクリック４

５

６

７
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下駄箱の例

「プラン図」で配置した下駄箱の部品仕様を設定してみましょう。

積算仕様の複写

似ているものがある場合は、
複写して編集します。

①「詳細積算」の画面にて、 ( 部品仕様 )
をクリック
＊ダイアログが表示されます。

②「内観部品」⇒「下足箱」に設定
③「下駄箱：W=1500」を選択
④「複写」をクリック
＊「下駄箱：W=1500」と同じ設定で、
　部品仕様が表示されます。

⑤設定を変更
＊例えば、以下のように変更します。

部材名････ カウンター
摘要･･････ W=1200

⑥「OK」をクリック
＊部品仕様のリストに、
　「カウンター：W=1200」が追加されます。

⑦「閉じる」をクリック
＊データ更新の確認が表示されます。

⑧「はい」をクリック

１

６

７

２

３

５

８

最終行に追加

４
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下駄箱の部品仕様を関連付けてみましょう。

①「仕上表」の画面にて、内部仕上表の１階を
クリック

②玄関の行をダブルクリック
＊カーソルを合わせ [Enter] キーを押す、も
しくは右クリックし「行編集」を選択して
もかまいません。

＊部屋仕上材設定のダイアログが表示されま
す。

③「内観部品」タブをクリック
＊玄関に自動付加された部品が表示されま
す。（⇒【積算編－ 41】参照）

④空白行をダブルクリック
＊右クリックし「部材追加」を選択してもか
まいません。

＊部品関連付け設定のダイアログが表示され
ます。

⑤部品分類が「内観部品」、部品種別が「下足箱」
であることを確認

⑥「カウンター：W=1200」をクリック
⑦「追加」をクリック
＊下部の一覧に表示されます。

⑧関連付けが終了したら「OK」をクリック
＊部屋仕上材設定のダイアログに戻ります。
＊「オプション」として部品が追加されてい
ます。

⑨「OK」をクリック

部品仕様を確認・変更する場合は、上記
の④で目的の部品の行をダブルクリック
します。

ここで「キャンセル」をクリックすると
関連付けの変更もキャンセルとなります
ので、ご注意ください。

メーカーごとに部品仕様を作成した場合、現物件ではどのメーカーのものを使用するかという設定は、
「仕上表」で行います。内観部品、バリアフリー部品は、内部仕上表に入ります。

内観部品は内部仕上表に

部品仕様の関連付け

１ ダブルクリック２

３

空白行をダブルクリック４

５

６

７

８

９

最終行に追加
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妻飾りの例

「屋根伏図」で配置した妻飾りの部品仕様を設定してみましょう。

積算仕様の追加

似ているものが無い場合は、
追加します。

部材名･･････鋳物アルミ
摘要････････330 × 90× 685
単位････････本
調整値･･････1
原単価･･････18200
売単価･･････21800
端数処理････小数点以下第 1桁を切り上げ
発注先･･････外装工事発注先
工種････････外装工事
部屋区分････外部仕上工事

①「詳細積算」の画面にて、 ( 部品仕様 )
をクリック
＊ダイアログが表示されます。

②「屋根部品」⇒「妻飾り」に設定
③「追加」をクリック
＊部品仕様設定の画面が表示されます。

④部品仕様を設定
＊例えば、以下のように設定します。

⑤「OK」をクリック
＊部品仕様のリストに「鋳物アルミ」が追加
されます。

⑥「閉じる」をクリック
＊データ更新の確認が表示されます。

⑦「はい」をクリック

１

５

６

２

４

７

３

最終行に追加
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メーカーごとに部品仕様を作成した場合、現物件ではどのメーカーのものを使用するかという設定は、
「仕上表」で行います。付属品部品、出窓部品、屋根部品は、外部仕上表に入ります。

屋根部品は外部仕上表に

部品仕様の関連付け

妻飾りの部品仕様を関連付けてみましょう。

①「仕上表」の画面にて、外部仕上表の屋根を
クリック

②空白行をダブルクリック
＊右クリックし「部材追加」を選択してもか
まいません。

＊追加部材設定のダイアログが表示されま
す。

③「部品関連付け設定」をクリック
＊部品関連付け設定のダイアログが表示され
ます。

④部品分類：「屋根部品」、部品種別：「妻飾り」
に設定
＊「関連付け部品」のリストに表示されるも
のが、選択可能な部品仕様です。

⑤「鋳物アルミ」をクリック
⑥「追加」をクリック
＊下部の一覧に表示されます。

⑦関連付けが終了したら「OK」をクリック
＊追加部材設定のダイアログに戻ります。

⑧部位名を入力
＊例えば、「妻飾り」と入力します。

⑨「OK」をクリック
＊外部仕上表の屋根に追加されます。

部品仕様を確認・変更する場合は、上記
の②で目的の部品の行をダブルクリック
します。

ここで「キャンセル」をクリックすると
関連付けの変更もキャンセルとなります
ので、ご注意ください。

１

空白行をダブルクリック２

４

５

６

７

９

３

８

最終行に追加
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部品仕様関連付けの初期設定

「３次元部品作成」では、各３次元部品に対して詳細積算の対象にするかどうかを設定できます。
また、積算対象にすることで、部品仕様との関連付けの初期設定もできます。
例えば、以下のように操作します。

①「３次元部品作成」の画面にて、 (テーブル編集 )をクリック
＊ダイアログが表示されます。

②分類を選択
＊例えば、「オリジナル」⇒「内観部品」⇒「玄関キャビネット」を選択します。

③部品を選択
＊例えば、「カウンター 1200」を選択します。

④「詳細変更」をクリック
＊詳細ダイアログが表示され、ここで詳細情報を変更することができます。

⑤積算対象にする場合は、「積算フラグ」にチェックを入れる
⑥「積算設定」をクリック
＊部品関連付け設定が表示されます。

⑦関連付ける部品仕様を選択
＊例えば、部品種別：「下足箱」から、「カウンター：W=1200」を選択します。

⑧「追加」をクリック
＊下部の一覧に表示されます。

⑨関連付けが終了したら「OK」をクリック

初期設定をすることで、この部品を配置した際には、
「仕上表」と「詳細積算」に自動的に計上されます。

新規の部品の場合は、 ( テーブル登録 ) の際に
初期設定が可能です。

１

３

４

５

６

８

９

２

７
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自動付加される部品の積算仕様編集

「プラン図」で玄関を配置すると、「上り框」「付框」「付框上巾木」が自動付加されます。
同様に、和室を配置すると「長押」と「付鴨居」が、床の間を配置すると「落し掛け」が自動付加されます。
これらの自動付加される部品の積算仕様も、編集することができます。

①「詳細積算」の画面にて、 (部品仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「部品仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②分類を「内観部品」に設定
③種別より、目的の部品種類を選択
＊「上り框」等は、リストの後方にあり、(*) が付いています。
　種別を選択すると、登録されている積算仕様のリストが表示されます。

④積算仕様の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

⑤設定項目を確認・変更（次ページ参照）
⑥「OK」をクリック
⑦「閉じる」をクリック

１

２

３

ダブルクリック４

５

６

７
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自動付加部品の仕様設定項目

部材名 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
（注：修正した場合は上書きとなり、追加の扱いにはならない。）

摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
積算方法 「部材単位量から算出」

＊枚数で算出したいラワン合板などは、こちらを選択。
＊部材単位量には、1枚当りの面積を㎡で指定。
＊ 910× 1820の板ならば、1.6562 と入力。
＊畳は固定的に配置された 1帖の畳と半帖の畳の枚数から算出。

「単位当り使用量から算出」
＊面積や長さに応じて算出したい場合には、こちらを選択。
＊使用量には、単位が「㎡」の場合は「１㎡当りどれだけ使用するか」を入力。
単位が「ｍ」の場合は「１ｍ当りどれだけ使用するか」を入力。

例）モルタル 1袋で 0.3 ㎡まかなえる場合、以下のように入力。
単位：㎡
単位当たりの使用量：3.33 袋 / ㎡

原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

自動付加される部品も、３次元部品と同様に、どの積算仕様を使用するかという関連付けは、
「仕上表」で行います。（⇒【積算編－ 37】参照）

積算仕様関連付けは仕上表で
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基礎仕様

「基礎伏図」に配置する部材の積算仕様を編集します。

①「詳細積算」の画面にて、 (基礎仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「基礎仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②部材の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

③設定項目を確認・変更（次ページ参照）
④「OK」をクリック
⑤「閉じる」をクリック

ダイアログ下側の「追加」「削除」「複写」ボタンを
使用します。

基礎仕様の追加・削除・複写

１

ダブルクリック２

３

４

５

「数量計算」ボタンをクリックすると、計算式、条件
式で定義している式の計算値、条件の可否を判断し
ます。
プラン等データの更新があった場合は、再度実施し
てください。

数量計算
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基礎仕様の設定項目

部材名 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
計算式 「計算式設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

数量の計算式を設定。（⇒【積算編－ 45】参照）
計算値 計算式で定義している式の計算値。数量計算により表示される。
条件式 「条件式設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

積算を実行する条件式を設定。（⇒【積算編－ 47】参照）
条件判定 条件式で定義している式の条件の可否を判断。数量計算により表示される。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。
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計算式設定

基礎仕様、一式仕様、給排水仕様では、「計算式設定」により、部材の数量を算出するための計算式を設定できます。
以下は基礎仕様の例です。

画面下側の一覧は、使用できる根拠の一覧です。
根拠をダブルクリック、または根拠をクリック後「挿入」をクリックすると、計算式のカーソル位置に {} 付で、根拠が挿入
されます。階層を選択することにより、挿入時の根拠に階層名が付加されます。
全階層の場合は付加されません。「グループ」の設定により、根拠一覧の表示が変わります。
「根拠抽出」に文字を入力することにより、グループ内で設定した文字が含まれている根拠を表示できます。

・計算式の結果がその項目の数量として積算されます。
・数量の根拠を使用して計算式を作成できます。
・根拠に階層名をつけると指定階の数量になります。（階層名が無いときは全階層）
・計算式には加算「+」､減算 ､「-」､ 乗算「*」､除算「/」､「(」「)」の演算子が使用できます。
・根拠は {} で囲む必要があります。中の文字列は書き換えないようにしてください。
・根拠の数量の単位はそれぞれの根拠の単位です。
・{} だけ記述した場合は、数値「1」を意味します。（1と記述したことと同じ）
・計算式が空、もしくは 0のときは設定できません。

例１：	 数量=	 1
	 計算式=	 {}
		  1　　等
例２：	 数量=	 2
	 計算式=	 {}+1
		  {}*2
		  2
		  {}+{}　　等
例３：	 数量=	 1 階床面積
	 計算式=	 {1 階床面積 }
例４：	 数量=	 全階層の床面積
	 計算式=	 { 床面積 }
例５：	 数量=	 全階層の吹き抜け床面積＋全階層の階段 (床無 ) 面積＋全階層の階段 (他階 ) 床面積
	 計算式=	 { 吹き抜け床面積 }+{ 階段 ( 床無 ) 面積 }+{ 階段 ( 他階 ) 床面積 }
例６：	 数量=	 (1 階床面積+100)*50
	 計算式=	 ({1 階床面積 }+100.0)*50
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根拠のＡＢＣ・・・について
例えば布基礎には｛布基礎Ａ ( 長さ )｝｛布基礎Ｂ ( 長さ )｝
｛布基礎Ｃ ( 長さ )｝｛布基礎Ｄ ( 長さ )｝と、４種類の根拠
が用意されています。
これは、同じ部材でも「幅」や「深さ」などの違いに応じて、
別々の積算仕様が作成できるようになっているからです。

部材ごとに、以下のような優先順位があり、優先順位の高い項目のサイズを比較し、値が大きなデータを｛Ａ｝とします。

部材名 1 2 3 4 5 6
布基礎 フーチング幅 立上り高さ 立上り厚み フーチング厚み
ベタ基礎 厚み
ベタ立上り 高さ 厚み
独立基礎 フーチングX幅 フーチング Y幅 立上り高さ 立上りX幅 立上り Y幅 フーチング厚み
束石 幅 高さ
土間コン 厚み
床下換気口 幅 高さ
床下通気口 幅 高さ
CON立上り壁 厚み 高さ
CB立上り壁 厚み 高さ
Aボルト 直径 長さ
地業①～ 厚み

配置データでサイズが１種類の場合は、｛Ａ｝として扱われます。
配置データでサイズが複数の場合は、優先順位をもとに、｛Ａ｝～割り振られます。

例えば布基礎の場合、「フーチング幅」が最優先項目なので、配置データのうち「フーチング幅」が一番大きいものを｛Ａ｝
とします。
「フーチング幅」が一番大きいものが 2つある場合、次の優先項目が「立上り高さ」なので、「フーチング幅」が一番大きい
ものの中で、「立上り高さ」が高いものを｛Ａ｝、低いものを｛Ｂ｝とします。
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条件式設定

基礎仕様、一式仕様、給排水仕様
では、「条件式設定」により、部
材の積算を実行する条件式を設定
できます。
右は基礎仕様の例です。

・条件式が成立するとき、項目が積算されます。
・条件式が空のときは、常に積算されます。
・数量の根拠を使用して条件式を作成できます。
・根拠に階層名をつけると指定階の数量になります。（階層名が無いときは全階層）
・計算式には「<」「<=」「>」「>=」「==」「!=」と、計算式で使用できる演算子（「+」「-」「*」「/」「(」「)」）が
使用できます。（下の例を参照）

・「かつ」は *、「もしくは」は + を使います。
・根拠は {} で囲む必要があります。中の文字列は書き換えないようにしてください。
・根拠の数量の単位はそれぞれの根拠の単位です。
・「0<X<100」のような複合形式の不等号は、「(0<X)*(X<100)」と記述します。
・条件が 0のときは設定できません。

例１：	 条件=	 1 階床面積が 10以上のときに項目を積算する
	 条件式=	 {1 階床面積 }>=10
例２：	 条件=	 1 階床面積が 10より大きくかつ 100以下のときに項目を積算する
	 条件式=	 (10<{1 階床面積 })*({1 階床面積 }<=100)
例３：	 条件=	 1 階床面積が 10以下もしくは 100より大きいときに項目を積算する
	 条件式=	 ({1 階床面積 }<=10)+(100<{1 階床面積 })
例４：	 条件=	 1 階床面積が 100のときに項目を積算する
	 条件式=	 {1 階床面積 }==100

※「==」は全く同じかどうかの判断ですが、条件式の根拠数量に面積などの整数
(小数の値がないもの )以外の数量が混在するとき、その値と全く同じになるこ
とはまれなので、使用時には注意が必要です。

　根拠数量が全て箇所数や本数などの場合には使用できます。
例５：	 条件=	 1 階床面積が 100以外のときに項目を積算する
	 条件式=	 {1 階床面積 }!=100

※「!=」も「==」と同様、使用時には注意が必要です。

条件に「建物タイプ」などの仕様を設定する場合 

建物タイプ、床高・天井高、軒高のそれぞれのユーザー定義には 100からの連続した番号が振られます。 
一つ目のユーザー定義は 100、二つ目は 101といった具合です。 
一つ目のユーザー定義の名称を、「自社仕様 01」として登録した場合は、以下のようになります。 

例６：	 条件=	 自社仕様 01というオリジナルの建物タイプを仕様設定している場合積算する 
	 条件式=	 { 建物タイプ }==100

その他、工種別は根太工法の場合は表示なしですが、根太レス工法の場合は「1」 、
リフォーム機能OFFの場合は表示なしですが、ONの場合は「1」 、というような振り分けも活用いただけます。
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電設部材仕様

電気設備図関連の部材の積算仕様を編集します。

「電気設備図」が作成されていれば、そのデータから電設部材を積算します。
「電気設備図」が作成されていない場合、及び、システム構成に「電気設備図」が含まれていない場合は、
電設部材は、自動処理して積算します。

①「詳細積算」の画面にて、 (電設部材仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「電設部材仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②部材グループを設定
＊部材グループを設定により、シンボル一覧が変わります。

③シンボルの行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

④設定項目を確認・変更（次ページ参照）
⑤「OK」をクリック
⑥「閉じる」をクリック

１

ダブルクリック３

４

５
６

２
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電設部材仕様の設定項目

部材グループ 自動表示。
シンボル名 自動表示。
部材名 部材名を入力。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

配置シンボル初期設定

「電気設備図」で自動配置する際の、シンボルの種類、個数を設定します。
初期設定済みですが、設定を確認し、必要に応じて変更してください。

「電気設備図」の画面では、ツールバーの (配置部材 )により設定できるほか、「A's( エース )」グループ⇒「各種ツー

ル」⇒「電気設備設定」に、「配置シンボル初期設定ツール」があります。

電気設備設定

配置シンボル初期設定ツールの操作の詳細は、ヘルプをご覧ください。

各種ツール
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一式仕様

配置されている部材に関わらず、一式として計上したいものや、数量根拠を任意に指定して計上したいものの積算仕様を編
集します。

①「詳細積算」の画面にて (一式仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「一式仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②部材の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

③設定項目を確認・変更（次ページ参照）
④「OK」をクリック
⑤「閉じる」をクリック

ダイアログ下側の「追加」「削除」「複写」ボタンを
使用します。

一式仕様の追加・削除・複写

１

ダブルクリック２

３

４

５

「数量計算」ボタンをクリックすると、計算式、条件
式で定義している式の計算値、条件の可否を判断し
ます。
プラン等データの更新があった場合は、再度実施し
てください。

数量計算
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一式仕様の設定項目

部材名 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
計算式 「計算式設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

数量の計算式を設定。（⇒【積算編－ 45】参照）
計算値 計算式で定義している式の計算値。数量計算により表示される。
条件式 「条件式設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

積算を実行する条件式を設定。（⇒【積算編－ 47】参照）
条件判定 条件式で定義している式の条件の可否を判断。数量計算により表示される。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

一式仕様の積算根拠

初期設定されている一式仕様は、それぞれ以下のように積算するように設定されています。

水盛・遣り方 {1 階床面積 }
防蟻工事 {1 階床面積 }-{1 階土間床面積 }-{1 階玄関床面積 }-{1 階勝手口床面積 }
内部養生 { 延床面積 }
外部足場 { 外部見付面積 }
外部養生 { 外部見付面積 }
内部足場 { 吹き抜け床面積 }+{ 階段 ( 床無 ) 床面積 }+{ 階段 ( 他階 ) 床面積 }
クリーニング { 延床面積 }
片付け清掃費 { 延床面積 }
大工手間 { 延床面積 }
屋根足場 {6 寸勾配以上の傾斜の屋根面積 }
運搬費 1
仮設電力 1
仮設水道 1
仮設トイレ 1
建築金物 { 延床面積 }
建具金物 1
木製建具取付調整費 { 建具箇所数 }-{ サッシ建具箇所数 }-{ 樹脂建具箇所数 }
サッシ取付調整費 { サッシ建具箇所数 }+{ 樹脂建具箇所数 }
小屋裏断熱材 { 建築面積 }
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給排水仕様

「給排水」に配置するシンボルの積算仕様を編集します。

①「詳細積算」の画面にて、 (給排水仕様 )をクリック

＊「設定」⇒「給排水仕様」をクリックしてもかまいません。
＊ダイアログが表示されます。

②部材の行をダブルクリック
＊クリック後「編集」をクリックしてもかまいません。
＊積算仕様が表示されます。

③設定項目を確認・変更（次ページ参照）
④「OK」をクリック
⑤「閉じる」をクリック

ダイアログ下側の「追加」「削除」「複写」ボタンを
使用します。

給排水仕様の追加・削除・複写

１

ダブルクリック２

３

４

５

「数量計算」ボタンをクリックすると、計算式、条件
式で定義している式の計算値、条件の可否を判断し
ます。
プラン等データの更新があった場合は、再度実施し
てください。

数量計算

「給排水」をお持ちでない場合は、積算に反映されません。
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給排水仕様の設定項目

部材名 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
原単価 部材の原単価。
売単価 部材の売単価。
端数処理 「設定変更」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
工種 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
部屋区分 詳細積算の部屋別集計時の区分先を、リストから選択。
計算式 「計算式設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

数量の計算式を設定。（⇒【積算編－ 45】参照）
計算値 計算式で定義している式の計算値。数量計算により表示される。
条件式 「条件式設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

積算を実行する条件式を設定。（⇒【積算編－ 47】参照）
条件判定 条件式で定義している式の条件の可否を判断。数量計算により表示される。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。



積算編 － 54

A's（エース） Training Manual

集計区分の設定

集計区分は、全ての積算仕様で使われています。
集計区分は初期設定してあり、システムに組み込まれている積算仕様は、初期設定の集計区分を使用
していますので、初期設定の集計区分を削除すると、積算処理が正常に実行されない場合があります。
初期設定の集計区分は削除や変更をせずに、必要な区分は追加してご利用ください。

集計区分の初期設定を削除しない

ここでは、集計区分の確認だけしてみましょう。

①「詳細積算」の画面にて、 (集計区分 )をクリック

＊「設定」⇒「集計区分」をクリックしてもかまいません。
＊集計区分設定の画面が表示されます。

②ダイアログ上部のコンボボックスで集計区分を切り替える
＊本システムの「詳細積算」での集計方法には「工種別」「部屋別」「発注先別」の３通りがあり、それぞれ集計区分
を設定できます。

③集計区分を確認後は、「閉じる」をクリック

「みつもりフレスティ」では、大工種、中工種、小工種までを受け取ることができます。
例えば、上のダイアログでいうと「建築」の階層が大工種となり、「仮設工事」や「土工事」などの
階層が中工種となります。

１

３

２

標準の工種・部屋・発注先を一度削除してしまうと、後から同名で追加してもコード管理が変わるた
め、正しく振り分けされなくなります。必要な工種を誤って削除した場合は、同名の工種を追加作成
するのではなく、「初期化」を実行してください。

誤って削除した場合は初期化を

初期化
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仕上材の積算仕様編集

仕上材の積算仕様編集は、「仕上表」の「仕上表初期値」の画面で行います。

①「仕上表」の画面にて、 (初期値 ) をクリック

＊「設定」⇒「初期値」をクリックしてもかまいません。
＊「仕上表初期値」の画面が表示されます。

②右側の部材表のツリーで、仕上の種類を選択
＊選択した仕上種類の部材が一覧表示されます。

③目的の部材をダブルクリック
＊目的の部材をクリック後、「編集」⇒「部材編集」、もしくは右クリックメニューの「部材編集」を選択してもかま
いません。
＊部材情報設定のダイアログが表示されます。

④設定項目を確認・変更（次ページ参照）
⑤「OK」をクリック

「物件概要」の 3/4 ページ目「建物仕様」パネルで、「仕上設定」をクリック
した場合も、同様に仕上表初期値の画面が開きます。

１
２ ダブルクリック３

４

５

「仕上表初期値」画面の部材表の一覧上で右クリックし、メニューの
「部材追加」「部材削除」「部材複写」を使用します。
部材を追加し、仕上タイプに反映させるまでの操作につきましては、
【実施編－ 53～】をご覧ください。

仕上材の追加・削除・複写
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仕上材の設定項目

名称 自動表示。修正も可能。（カンマ (,) は使用不可）
（注：修正した場合は上書きとなり、追加の扱いにはならない。）

摘要 コメント、補足説明を入力。（カンマ (,) は使用不可）
商品 該当する商品を選択。
畳として算出する チェックを入れると、部屋に配置された畳の枚数で算出。

＊「半帖畳設定」も可能。
積算単位 詳細積算時に基準とする単位を、リストから選択。
調整値 見積数量を調整する場合に入力。

＊算出数量×調整値＝見積数量となる。調整しない場合は１。
厚み 部材の厚みを設定。
積算方法 「部材単位量から算出」

＊枚数で算出したいラワン合板などは、こちらを選択。
＊部材単位量には、1枚の面積を㎡で指定。
＊ 910× 1820の板ならば、1.6562 と入力。
＊「畳として算出する」にチェックを入れた場合は、配置された 1帖の畳と半
帖の畳の枚数から算出。

「単位当り使用量から算出」
＊面積や長さに応じて算出したい場合には、こちらを選択。
＊使用量には、積算単位が「㎡」の場合は「１㎡当りどれだけ使用するか」を入力。
積算単位が「ｍ」の場合は「１ｍ当りどれだけ使用するか」を入力。

原価 部材の原単価。
単価 部材の売単価。
使用箇所設定 「使用箇所設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊部材の使用箇所の追加・削除が可能。
端数処理設定 「端数処理設定」をクリックすると、ダイアログが表示される。

＊見積数量の小数点以下の桁数を設定し、その処理方法（切り上げ、切り捨て、
四捨五入）を選択。

工事種別 詳細積算の工事種別集計時の区分先を、リストから選択。
発注先 詳細積算の発注先別集計時の区分先を、リストから選択。
単位設定 クリックするとダイアログが表示され、単位の追加、削除、順序変更が可能。

仕上根拠設定ツール

「仕上表」関連の積算根拠を確認、変更することができます。
仕上根拠設定ツールは、「A's( エース )」グループ⇒「各種ツール」⇒「積算仕様設定」から起動できます。

積算仕様設定

仕上根拠設定ツールの操作の詳細は、ヘルプをご覧ください。

各種ツール
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積算対象設定

あえて、拾ってほしくない部材がある場合に、仕様設定ごとに、それを「オフ」にする機能があります。
「詳細積算」画面にて、「設定」⇒「積算対象設定」を選択してください。
自動配置部材、各仕様設定について、ON/OFF を設定することができます。

積算対象設定

設定はしたけど、今回はA's( エース ) の積算に反映させたくない場合、例えば、木材はプレカット
業者さんに見積りをしてもらうから、A's( エース ) では不要だ、というときは、「木材仕様設定」の
チェックを外します。
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建具部材メンテナンス

「建具部材指定」で配置された建具（付帯物）の表示名称、価格、集計区分等を編集することが可能です。
編集は Excel で行います。
「A's( エース )」グループ⇒「各種ツール」⇒「建具設定」に、「建具部材メンテナンス」があります。

建具設定
各種ツール

エクスポート
①建具部材メンテナンスのエクスポートボタンをクリック
②ファイル名を指定し、「保存」をクリック
＊以下の例では、ドキュメントフォルダーに「建具部材」で保存しています。

③「エクスポートを開始します。」と表示されるので、「OK」をクリック
＊エクスポートを開始します。

④処理後、「エクスポートが完了しました。」と表示されるので、「OK」をクリック

建具部材メンテナンス

１

２

３ ４
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Excel で編集
①エクスポートした Excel ファイルを Excel で起動する
②「部材名称」「価格」「摘要」等の情報を編集
③編集した Excel を保存
④ Excel を終了

＊編集した Excel を起動したままインポートを実行すると、正しくインポートが行われません。

インポート
①建具部材メンテナンスのインポートボタンをクリック
②編集した Excel ファイルを指定し、「開く」をクリック
③「インポートを開始します。」と表示されるので、「OK」をクリック

＊インポートを開始します。インポートには時間がかかる場合があります。
④処理後、「インポートが完了しました。」と表示されるので、「OK」をクリック

１ ダブルクリック

Excel 2016 以降に対応しています。
お使いの Excel によって画面イメージが異なることが
ありますので、ご了承ください。

２

３

初期化
建具部材メンテナンスの「初期化」では、すべての
編集情報を破棄して初期状態に戻します。

４

１

２

３ ４

エクスポートした Excel に、説明シートがありますので、
そちらの制約事項や注意事項をご確認いただき、編集を
行ってください。

説明シート

説明
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